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はじめに

　南川（1973）は愛知県矢作川下流域の社寺林の研究から，沖積低地には高木層にケヤキ，ムク

ノキ，エノキなどの優隣する落葉広葉樹林が成立することを認め，これらの群落をジャノヒゲー

クロガネモチ群落，もしくはムクノキ群落としてまとめた。また庄内川下流域の沖積低地や洪積

台地の斜面下部および河州沿いなどの比較的排水のよいところには，ムクノキーヤブラン群落が

発達することなどから，東海地方や近畿地方にみられるこの種の群落は，ムクノキ，エノキの優

占状態が長期にわたって維持される持続群落と考えている（南川　1974）。

　宮脇・藤原（1974）は大阪平野の西部を流れる武庫川下流域において，ケヤキームクノキ群落

を認め，沖積低地の黒色土壌が発達した適湿地には，潜在自然植生として，本群落が成立すると

した。

　矢野ほか（1975）は瀬戸内海沿岸地域の河川沿いの沖積低地において，ムクノキーエノキ群落

を認めている。また小林ほか（1976）は滋賀県の琵琶湖沿岸にひろがる沖積低地において，河畔

林や社寺林として残存するケヤキームクノキ群落，およびケヤキーハチク群落を報告している。

　宮脇ほか（1976）は九州熊本県西部の沖積地に生育するムクノキーホルトノキ群落を記載し，

この群落が関東地方の沖積低地の潜在自然植生であるクヌギーハンノキ群落や関西地方のヶヤキ

ームクノキ群落と同位の群落であることを示した。最近では，安藤ほか（1977）が広島県太田川

下流域において，アラカシームクノキ群落を認めている。

　このように東海地方，近畿地方，中国地方の瀬戸内海沿岸そして九州地方など鱒日本各地の沖

積低地に発達する夏緑広葉樹林について，これまで多くの研究がなされてきたが，まだ四国地方

から報告されていなかった。著者は1977年の4月，5月および10月にかけて，四国地方の主要な

河川沿いに発達するエノキ，ムクノキなどの夏緑広葉樹林を主体とする河畔林について，植物社

会学的な研究を行なった。これらの河畔林を上記の諸報告にみられる同質の群落と比較検討した

結果，新たにムクノキーエノキ群集にまとめられることが明らかになったので報告する。

　本研究をまとめるにあたって広島大学鈴木兵こ二教授のご指導を賜った。また広島大学安田喜憲

氏から多くの助言を得た。ここに記して心からの謝意を表します。

＊Contribution　from　the　Phytotaxonomical＆GeobotanicaユLaboratory，　Hiroshima　University，

　N．Ser．　No．199．



228　Keiichi　OHNo

1．調査地の概要

　本研究の対象とされたエノキ，ムクノキを主体とした森林群落は，主として西日本のヤブッバ

キ・クラス域にあたる沖積低地に分布している。沖積低地には河川沿いなどに，いわゆる自然堤

防が発達しているが，これらのエノキ，ムクノキが優賦した森林群落は，このような自然堤防や

氾濫原の微高地に河畔林，あるいは人家をとりまく屋敷林として成立している。

　沖積低地は古くから農耕地あるいは人間の居住地として利用されてきたことから，現在残され

ているエノキ，ムクノキの混交林の生育領域は局地的であり，群落組成的にも貧弱で断片的な林

分が多い。かってはエノキ，ムクノキを主体とした河畔林の多くは，河川の護岸林として保護育

成されたと考えられるが，現在では河川改修や護岸修復などによって，これらの群落の生育地は

ますます少なくなってきている。

　このことは四国地方の河川についても同様な状況にあったが，吉野州，那賀川（徳島県），仁

淀川，四万十川，松田川（高知県）および肱川（愛媛県）などの主として中流域から下流域にか

けての河川沿いには，局地的ながら自然状態に近い，十分発達した河畔林をみることができた。

II．調査方法

　野外調査はBr麗n－Blanquet（1964）の植生調査法に従い，調査区の群落構成種について，階

層別に被度および群度の測定が行なわれた。調査区の形と大きさは比較的自然状態に近い均質な

林分および立地を中心に，その場に応じて任意なものとした。

　これらの調査資料をもとにElle沁erg（1956）の表操作方法に従い，組成表の作成がなされた。

今回まとめられた資料は，すでに発表されている類縁群落の資料との総合常在度表による比較検

討が呪えられ，最終的に群集および群団の単位決定や標野種の抽出が行なわれた。また同時に亜

群集以下の単位決定および識別種の抽出がなされた。

　群落の構造解析に用いた生活形の区分は，Ellenberg（1956）およびHorikawa（1972）の分類

方法に基づいた。　また生活形組成や階層構造に用いた被度指数の算出は，T銭xen＆Elienberg

（1937）およびBra賦一Blanquet（1964）の方法に従った。またここでは指数値としてKnapP

（1971）の認めた平均被度率が使用された。

III．群落の分類体系

　ブナ・クラス域における，山地の渓谷地に発達するサワグルミ，シオジ，トチノキ，カツラ，

オヒョウなどの落葉広葉樹を主体とする渓霜林は，鈴木（1966）によって冷温帯湿潤地の土地的

極相林をまとめたサワグルミ群団に位置づけられている。このサワグルミ群団に対応する生態的

に同位な群落として，ヤブツバキ・クラス域においては，スダジイ，タブノキなどを主体とした

常緑広葉樹林とは相観的に異なる，ニレ科の落葉広葉樹であるエノキ，ムクノキ，ケヤキの優生

した河畔林が考えられる。

　しかしサワグルミ群団とエノキ，ムクノキの優占する低地の河畔林との闘には，多少の共通種

群をみることができるが，気候帯の相違や地理的変異などによって，一こ口両群落の種組成的な

結びつきは大変弱いものとなっている。このため，落葉広葉樹を主体としたこれらの河畔林を，

ヤブツバキ・クラスにおけるサワグルミ群罰に属する群落の飛領（Enklave）とみなすことは困

難と思われる。

　ところで低地の河畔林を特徴づけているエノキ，ムクノキなどはやブツバキ・クラス域におい

て，沖積低地に限らず台地や丘陵地などにもひろく分布生育しているが，そこでは一般に常緑広

葉樹の優勢な林分が発達している。また河畔林を構成する植物にもやブッバキ・クラスに属する

常緑植物が多数みられる。このように常緑広葉樹林が優勢に繁茂するヤブツバキ・クラス域にお
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いて，エノキ，ムクノキなどの落葉高木の優陣する河畔林には，植生景観的に，あるいは生態的

にみれば区別される可能性もあるが，ヤブッバキ・クラスから独立した，別個の群落分類群とし

て分離区分するのに十分な種組成の相違は認められない。

　しかし本研究において，エノキ，ムクノキが優算する河畔林は，独自の種組成や群落構造を示

すこと，生育立地や分布域などに特異性がみられること，そして特定の立地と深く関連した潜在

自然植生として考えられることなどの理由から，ヤブツバキ・クラス域における独立性の強い一

つの群落単位として，ムクノキーエノキ群集にまとめられた。

　ムクノキーエノキ群集は同位な群落とみなされるクヌギーハンノキ群落とともに，エノキ，ム

クノキを群団の標徴種および識別種とするムクノキーエノキ群団にまとめられた。本群団の上級

単位については今後の検討にまちたい。これらの植物社会学的分類体系については，以下のよう

に示された。

未決定のクラスおよびオーダー

　ムクノキーエノキ群団　（新出）

　　ムクノキーエノキ群集　（畑瀬）

　　クヌギーハンノキ零心落

　1．　ムクノキーエノキ群集

　　　AphaRa鈍もho・Celtidetum　japo蹴icae　ass．nov．（密aわ．1，2）

　Syn．：4助α7zα2擁6岬θプα。五ゴ吻ρθ〆α嫉yZZα一Ges．（Minamikawa　1974）

　　　　πθ灘プ。伽z4α一。A助α照2z漉6α功θプα一Ges．（idem）

　　　　Z乙Z々。ηα・56プrα彦α・ノ1助α7zα7z漉6岬6rα一Ges．（Miyawaki＆Fujiwara　1974）

　　　　ズ4ρhαπαπ読8α功6rα一C6Z’ガ55ガ2z碑5∫5　var．ブ砂02z♂6α一Ges．（Ya皿o　et　al．1975）

　　　　ZθZ々。ηα5θ〃磁α．Aメ）hαπαノz読θα宴）6規一Ges．（Klobayashi　et　al．1976）

　　　　ZθZん。むα5εアγα診α一。翫ツπ05孟α6勿32z∫grαvar．ゐ6／zo廊一Ges．（idem）

　　　　．A助伽α7z伽ゆ6rα．EZα80卿魏55メッε∫，万5　var．6Z伽’蜘5－Ges．（Miyawaki　et　al。1976）

　　　　Q麗εκ麗5gZα㍑cα一。Aρんα7zα7話ん¢αψεγα一Ges．（Ando　e£aL）

　四国地方の沖積低地に発達するエノキ，ムクノキ・が優占した河畔林をはじめ，西日本各地から

報告された同質の群落について，総合常在度表による比較検討がなされた結果，西日本のヤブッ

バキ・クラス域に属する沖積低地に分布する夏緑広葉樹を主体とした河畔林はエノキ，ムクノキ，

キチジョウソウを群集の標徴種および識別種とするムクノキーエノキ群集にまとめられた（Tab．

1）。また四国地方に分布するムクノキーエノキ群集については，さらに群集組成表によって示さ

れた（Tab．2）。

　ムクノキーエノキ群集の亜群集以下の下位単位は，河川の氾濫によって供給される土砂や有機

物：量の多少，土壌水分条件の変化，土壌の発達程度そして隣接群落の相違など種々の要因によっ

て生じた群集内部における種組成の変動により，以下の4つの亜群集に区分された。

　　1）典型亜群集

　　　　Typische　S膿bass．　subass．nova（Tab．1，2）

　典型亜群集に属する林分の多くは，河川の氾濫などの影響の少ない安定した立地にみられる。

このような立地のほとんどが，現在，畑作地や人關の居住地として利用されているため，典型亜

群集として同定された林分の多くは壷振林などの断片的な残存林であった。

　土壌水分条件は，一般に適湿かやや乾性である。また土壌は砂礫質かややシルト質の土壌を含

んだ状態が多くみられた。



230　Keiichi　OHNo

　典型亜群集の分布領域は中国地方の瀬戸内海沿岸にみられるほか，四国南西部の四万十川流域

にもひろがっている。また典型亜群集の潜在生育立地は多くの場合，タブ林域に接している。

　　2）　ケヤキ亜群集

　　　　zelkovetosum　serratae　subass。Pova（璽ab．1）

　ケヤキ亜群集として認められた林分は，高木屡にケヤキが優占することによって熟熟づけられ

る。ケヤキ亜群集の生育立地は適湿か，やや湿性な土壌水分状態を示した，河川沿いの河岸段丘

地や氾濫原の微高地などにみられる。

　ケヤキ亜群集の分布領域は，近畿地方を中心に東海地方にもひろがっている。このため本亜群

集の潜在生育立地は，東日本に広く分布するイノデータブ群集の分布領域と接していることが多

い0

　　3）　カテンソウ亜群集

　　　　nanocnidetos職m　japonicae　subass．蹴ova（Tab。1，2）

　カテンソウ亜群集はカテンソウ，キツネノカミソリ，コンロンソウ，セントウソウなどの種群

によって特徴づけられる。また四国地方では，さらにツルウメモドキ，マユミなどの地域的な亜

群集識別種によっても区分された。

　ヵテソソウ亜群集は，四国地方に広く分布するほか，中国地方西部の瀬戸内海沿岸地域にもみ

られる。本国群集の生育立地は，沖積低地における河川沿いの自然堤防などにみられ，そこでは

堤防に沿って帯状群落が形成されることが多い。

　土壌は一般に砂礫質の通気性のよい未熟土である。土壌水分条件は適湿か，地下水位の高いと

ころでは過湿な状態となっている。

　ヵテソソウ亜群集に属する林分の多くは，他の亜群集に比較して，河畔林が持続，発達するの

に最適な生態的環境条件のもとで生育している。このため本亜群集は，ムクノキーエノキ群集の

主部を形成する中核的な群落単位として位置づけることができる。

　　4）　ホルトノキ亜群集

　　　　elaeocarp至etosum　ellip毛ic圭s双bass．nova　（Tab．1）

　ホルトノキ亜群集は高木層に高被度で優占するホルトノキ，イスノキのほか，バクサンボク，

クロキ，クスドイゲ，アマクサシダなどの種群によって特徴づけられる。

　九州熊本県の沖積低地で認められたホルトノキ亜群集は，他の亜群集に比較して，群落構成種

に多くの常緑広葉樹が含まれており，相観的にも常緑広葉樹の優勢な林分を形成している。この

ことから，本四群集がムクノキーエノキ群集本来の分布領域の中心から離れた周縁群落か，ある

いはすでに本群集から逸脱した群落とみなすこともできる。とくに河川の氾濫などの影響の少な

い，安定した立地に成立した林分の多くは，本亜群集の隣接群落として台地斜面下部などに発達

するミミズバイースダジイ群集やホソバカナワラビータブ群集などに含まれる可能性も考えられ

る（宮脇ほか1976a参照）。

IV．群落の分布

　西日本各地の，とくに四国地：方のムクノキーエノキ群集および各亜群集の分布現況はAbb．1

に示された。ムクノキーエノキ群集は東海地方から近畿地方にかけての太平洋沿岸や中国地方の

瀬戸内海沿岸そして四国地方，九州地方など西日本のヤブッバキ・クラス域に位置する沖積低地

に分布することが確認された。とくに河川の中流域から下流域にかけての排水，通気性とも十分

な砂質土壌や砂礫土壌からなる自然堤防や河岸段丘：地に河畔林として帯状に発達している。河川

沿いではヤナギ類を主体としたより低位の河畔林あるいは河辺林に隣接している。このようなと

ころでは，しばしば自然植生の帯状配列をみることができる。
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Abb．1．　Aphanatho・Celtidetum　japonicae．　Lage　der　Vegetationsaufnahmen　in

　　　W．Japan（a）und　in　Shikoku（b，　Nr．　s．　Tab，2）．

　　　1隅Typische　Subass．，2竺zelkQvetosum　serratae，3＝elaeocarpietosum

　　　elliptici，4皿nanocnidetosum　laponicae，　5麗125。C．lsotherme　des

　　　Warme．玉狙dex．

　またムクノキーエノキ群集の水平的な分布域は吉良による混量指数の125℃の等温線と並行的

に対応していることが明らかにされた（Abb．1）。すなわち125℃の等温線は，西日本の沖積低

地と結びついた分布状態を示している。一方関東地方は，すでに温量指数の125℃以下にあたる

ことなどから，同地方の沖積低地では同位の群落とみなされる北方系のクヌギーハンノキ群落に

おきかわっている（宮脇ほか1976b参照）。

　垂直分布をみるとムクノキーエノキ群集は沿岸から海抜100m前後の範囲に多く分布している。

海抜100m以上では沖積低地から洪積台地への地形変移にともなって，本来のムクノキーエノキ

群集の生育立地は減少し，河川の中流域以上では群落組成の異なる別の渓谷林に移行してゆく。

四国地方においても，本群集は，下流域から中流域にかけての河川沿いに分布している。下流域

では河川沿いで，帯状の河畔林を形成し，中流域では河岸段丘斜面に局所的に発達している。

　沖積低地のムクノキーエノキ群集に隣接する現存植生としては，より低位の河床に発達するヤ

ナギ林やタケ類の優占した群落などがみられる。またムクノキーエノキ群集の潜在的な生育立地

は，河川沿いではヤナギ林に，そして後背湿地に接したところでは，ハンノキ林に隣接すること

が考えられる。地下水位の低下による土壌の乾性化と土壌の安定化の進行した沖積地では，本群

集の潜在生育立地は徐々に常緑広葉樹林の優占するタブ林域に移行するものと思われる。

V．群落の形態

ムクノキーエノキ群集の群落構造をみると，高木層や亜高木層には，エノキ，ムクノキが平均
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80％前後の植被率で優翻しているが，樹冠が群落全体を密に被う状態は少なく，比較的林床の明る

い疎生した林分が多い。亜高木層や低木層には，しばしば常緑広葉樹が繁茂している。草本層は，

一般に種類が豊富で林床の明るい林分では，とくに草本植物が高被度，高頻度に生育している。

またこれらの草本植物の生活形の組成をみると，多くの場合一年生植物の占める割合は少なく，

半地中植物や地中植物が比較的多い傾向が認められた。

　本研究では，とくに四国地方に分布するムクノキーエノキ群集について，生活形組成や階層構

造の群落解析がおこなわれた（Abb．2，3）。生活形や階層構造のヒストグラムによる解析結果は，

相観的にとらえられた群落の外部形態にほぼ対応している。

　四国地方で認められたムクノキーエノキ群集は，高木屡にエノキ，ムクノキが優占し，相観的

にも夏緑広葉樹林とみなされる林分が多い。高木層の植被率は平均81．2％（60～90％）で比較的

疎生した樹冠を呈している。亜高木層にはエノキ，ムクノキのほかに，シロダモ，ヤブニッケイ，

a b
、lil，

工oo亀
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　　　　　　e　、，、，、。，、C、　T　　　　　・・蝦…　C・T
　　　　　　　dsも雪sMstMdsNH　G　　　dsMs謎stMds｝｛1I　G

Abわ．2．　LebeRsform－Spektエum　des　Aphanantho－Celtidetum　laponicae　in　Shikoku

　　　　（iR％der　Berechnung　der　Gruppenmenge）．

　　　　a＝Typische　Subass．，　b＝Nanocnidetosum　laponicae，　dsM響Daph頁。．Sklero－

　　　　Makrophanerophyta，　tM讐Thero－Makrophanerophyta，　sMs＝Sklero．Makro－

　　　　phanerophyta　scandeatia，　tMs＝Thero－Makrophanerophyta　scandentia，　Mg

　　　　＝Makropha漁erophy士a　gra夏｝lnidea，　dsN＝Daphno－Sklero・Nanophanerophyまa，

　　　　tN＝Thero．Nanophanerophyta，　Ch＝Chamaephyta，　H匹Hemikryptophyta，

　　　　G瓢Geophyta，　T＝Therophyta．

a b

Abb・3・Schichtendiagramme　des　AphananthQ－Celtidetum　lapo且icae　in　Shikoku

　　　　（in％der　Berechnung　der　GrupPenmenge）．

　　　　a＝Typische　Subass．，　bコnanocnidetosum　laponicae，　B1篇obere　Baum，

　　　　schicht，　B2＝untere　Baumschicht，　S＝Strauchschicht，〕K＝Krautschicht．
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ヤブツバキなどヤブッバキ・クラスの常緑広葉樹が多数生育している。また河川沿いの林分では，

しばしばマダケ，メダケ，ハチクなどのタケ類が亜高木層に繁茂する状態もみられる。低木層は

一般に植被率は低いが，エノキ，ムクノキなどの幼木が多くみられるほか，シロダモ，ヤブニッ

ケイ，ナワシログミ，イヌビワなどが比較的高い頻度で生育している。

　草本層は常緑草本植物のキチジョウソウやヤブランが優勢に繁茂するほか，キヅタ，サネカズ

ラなどの常緑ツル植物も多数生育している。またキヅタは草本層にひろがるばかりでなく，樹幹

をつたって亜高木層や高木層にまで達し，特有の景観を呈することが多い。

　四国地方のムクノキーエノキ群集の内部においては，このほか季節による種組成の変動が認め

られた。これらの種組成の季節変動は，群落形態的な植生単位である季相（Aspekt）として区分

された（Tab．2）。

VI．群落の遷移

　すでに南川（1973，1974）や矢野ほか（1975）は，ムクノキーエノキ群集の多くが，タブ林へ

遷移するということを指摘している。土地的極相林であるムクノキーエノキ群集が，生育地の土

壌水分条件の変化にともなって，あるいは土壌発達の程度によってタブ林に，もしくは逆方向

の，ハンノキ林に遷移することは十分考えられる。

　四国地方に分布するムクノキーエノキ群集では，河川沿いから内陸に向かって推移する地下水

位の低下と，土壌立地の安定化にともなって，群落の種組成は一般に貧化し，出現下国も減少す

る反面，常緑広葉樹の植被率の増加がみられた。このように四国地方でも，本群集が同地域の終

局群落であるイノデータブ群集あるいはヤブラン一回ブ群集に遷移する傾向を指示している。

　ムクノキーエノキ群集は遷移段階の相違などにより，しばしば群集内部での種の結びつきに多

少の変動が生じるが，このような種組成の変動により群落を下位区分することも可能である。す

なわち，河川の氾濫の影響を受けやすい不安定な立地には，このような環境条件に平衡した河畔

林としてのムクノキーエノキ群集の特徴を十分そなえた中核的な林分が発達する。この種の群落

は，ムクノキーーエノキ群集の最適相（Optimalphase）とみなすことができる。

　また土壌の乾性化と安定化の進んだ立地では，常緑広葉樹の増加と並行して，本来のムクノ

キーエノキ群集の生育立地からタブ林が成立しうる立地に変化していることが推測される。こ

のようにある程度遷移段階の進んだ立地に発達した林分は，ムクノキーエノキ群集の退行相

（Degenerationsphase）とみることができる。一般に最適相に相当する群落の平均出現種数は，

退行相とみなされる群落のそれに比較して高い傾向が認められる（Tab．1）。

VII・群落の生態

　ムクノキーエ・ノキ群集の主要な構成種であるエノキは，水平分布的には本州，四国，九州の暖

温帯に広く分布し，特に温暖な沿海地に多く生育し，内陸的になるにしたがって漸次減少する。

垂直分布的には沿岸から海抜700～800mの範囲に分布している。

　ムクノキはエノキと比較して，その分布領域は多少せまいが，エノキとほぼ同様な分布状態を

示している。一般にエノキ，ムクノキとも適潤な立地において十分生育する。また湿性なところ

でも生育可能である（林　1969）。

　ところでエノキ，ムクノキは，ともに先駆的な森林群落を形成しうる陽樹的性質をそなえてい

る。とくに両種とも果実は核果（石果）であることから，重力散布型のほかに鳥類による被食型

の種子散布も可能であり，潜在生育立地への分布拡散は比較的容易におこなわれると思われる。

またムクノキーエノキ群集の林床には，エノキ，ムクノキの実生や低木が多数繁茂していること

などから，群落自体の持続，更新能力は十分そなえていると推測される。このようなことからヤ
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ブッバキ・クラス域の沖積低地には，エノキ，ムクノキの優嚇する夏緑広葉樹林が持続群落とし

て十分成立すると考えられる。

　ムクノキーエノキ群集を河畔林として存続させる別の要因として，河川の氾濫があげられる。

すなわち本群集の生育立地は，河川の洪水，氾濫による一時的な冠水や，土砂の堆積あるいは流

亡によって，一般に不安定な状態にある。このようにムクノキーエノキ群集は常緑広葉樹を主体

とする終局群落への移行をさまたげるような，不安定な生育環境条件と均衡した状況において存

続可能な持続群落とみなすことができる。

　河畔林の多くは，洪水による流木片などの林内への有機物の流入，集積が認められることから，

地表からの養分供給は比較的良好な状態にあると思われる。また河畔林の草本層は，一般に高被

度に繁茂した状態が多くみられるが，このことも土壌中の栄養分が比較的豊富であることを示し

ている。

　ムクノキーエノキ群集の林分の多くは，疎生した樹冠を呈することから，一般に林床は明るく，

そのため平内には，本来野縁のマント群落の要素であるアカメガシワ，クサギ，ノイバラ，ハゼ

などの低木類やアケビ，スイカズラ，ツルウメモドキなどのッル植物が多数混生している。

VIII．群落の歴史

　ムクノキーエノキ群集の氷期以降の地史的な成立年代は，花粉分析によってある程度明らかに

されている。B本列島における後氷期の気候変動と植生の変遷については，古くから論じられて

いるが（Nakamura　1952，塚田1967），とくに安田（1974）はムクノキーエノキ群集の潜在的な生

育立地と考えられる沖積低地の植生変遷について詳細に論及している。

　後氷期は花粉帯によってRI，R登，R皿a，RI雇bの二丁に区分されている。ところで西日

本の沖積低地の花粉分析の結果，エノキ属，ムクノキ属の花粉は，一般にRI，RH，RIHaを

通じて出現するが，とくにR皿aでは急激に増加して，R皿bになると急激に消滅している。安

田（1974）はエノキ，ムクノキの花粉の増加するB．P．3000～B，　P、2000をCeltis－Aphana凱hes－

Cyclobalanopsis時代とよんだ。また西日本におけるエノキ属，ムクノキ属の花粉の高い出現率

がR皿a期の気候の冷涼化に伴ない優勢になった夏緑広葉樹を主体とした植生に原因することを

指摘している。そしてRIHb期におけるエノキ，ムクノキ花粉の消滅は，弥生時代の人間による

農耕活動の活発化にともなう森林破壊によると推論している。とくにムクノキ，エノキの生育立

地は，居住の場，生産の場として弥生時代の人々によって早くから利用されたと考えられている

（安田　1977）。

　このようなエノキ，ムクノキの隆盛な時代があったことを示す花粉分析の結果は，西日本の沖

積低地に限られてはいるが，このことは，現在のムクノキーエノキ群集の分布が西日本にかたよ

っていることと，よく対応している。おそらくムクノキ・一エノキ群集の自然分布は，R皿a期に

一応決定したと思われる。

　ところで沖積低地にムクノキーエノキ群集が成立したのは，縄文時代晩期の海退期に形成され

た自然堤防や氾濫原の微高地においてであろう。また当時の気候が現在より冷涼であったとされ

ていることから，エノキ，ムクノキなどの夏緑広葉樹林を主体とする先駆的な森林群落が発達す

るのに適していたと思われる。また常緑広葉樹林への遷移は，緩慢であったと推測される。

　R皿b期におけるエノキ，ムクノキ花粉の急激な消失は，もちろん人間による森林破壊による

ことも大きいが，いわゆる弥生時代中期末から後期にかけての海進による沖積低地の縮少も，同

時にムクノキーエノキ群集の生育立地の減少をもたらしたと考えられる。また海進にともなって

気候の温暖化があったとすれば，そこでは常緑広葉樹林が優勢となり，ムクノキーエノキ群集の

生育立地はさらにせばめられたであろう。このようにしてムクノキーエノキ群集はR皿b期に激
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減したと思われる。

　　R皿b期から現在までは，河川の堆積作用の増大による沖積地の拡大と海退によって，ムクノ

キーエノキ群集の潜在生育立地は増加したが，人間の活動に大きく影響されて，ムクノキーエノ

キ群集の分布領域は，河畔林や屋敷林としてかろうじて残されたものになった。しかも現在では，

河川改修や護岸修復によって，さらに壊滅されようとしている。

摘 要

　西日本各地のヤブッバキ・クラス域における沖積低地に発達するエノキ，ムクノキ，ケヤキな

どのニレ科の夏緑広葉樹を主体とした河畔林はエノキ，ムクノキ，キチジョウソウを群集の顕微

種および識別種とするムクノキーエノキ群集にまとめられた。

　ムクノキーエノキ群集は，その群落分布，群落形態，群落遷移，群落生態そして群落の歴史な

どについて検討された結果，本群集が独自の種組成や群落構造をもっていること，生育立地や分

布域などに特異性がみられること，そして潜在自然植生として特定な立地と深く関連しているこ

となどから，ヤブツバキ・クラス域の河川沿いの沖積低地に成立する独立性の高い群落単位とし

て認められた。

　ムクノキーエノキ群集は同位の類縁群落とみなされるクヌギーハンノキ群落とともに，ヤブッ

バキ・クラス域の河畔植生を代表するムクノキーエノキ群団にまとめられた。

Zusammenfassung

　　　In　W－Japan　e厩wickeln　sich　die　Uferwalder　mit　h装u丘g　dominanten　Baumarte難

（C6Z擁∫5∫刀θπ5∫∫　var，ブ4）oアz乞（7α，理）乃αηα’ゐθ　α宴）8rα　und　Z8Zん。曽α　5εηのαオα）　arL　den

FluBauen　in　Alluvialebenen．

　　　Nach　unseren　Afbeiten　werden　diese　Ufeτwalder　durch（玉ie　diagnostisch　wich－

tigen　Ar£e且wie　C6Z診∫5∫∫ηε箆5ガ5　var．ブ妙。πゴ6α，毒）加ηαπ統θα5ρ61一αund　Rθ伽66ん6α

6α初6αalsei捻eeigeneAssoz三a£圭。葺（Aphanantho－Celtidetu恥japon童cae）
neu　gefaBt．

　　　Wir　untersuch毛en　die　verschiedenen　Eigenscha｛ten　des　A　p　h　a　n　a　n出。－

Ceitidetum　l　a　p　o　n三cae　und　zwar　synchorologlsch，　symmorphologisch，　syn－

6kologlsch，　synchronolo9圭sch．　Nach　diesen　UberprUfungen　zeig£en　wir，　daB　das

Aphallantho－Celtidetum　japollicae　eigeneArtenzusammensetzung，
S£ruktur　der　Bestande　und　poteRtielle　Wuchsbereiche　ha亡．

　　　Da艶it　wird　das　Aphanan亡ho－Celt三detum　lapon三cae　als　e玉n
eige雌erてJferwald　von　anderen　C　a　m　e　l圭ietea－Gesellschaften　deutl圭ch　ge緩e且nt．

DasAphanantho－Celtidetum　japon圭caewirdmitah且lichen，v圭kari－
ierendenW且ldernim　Ca狙ellietea－GebietzumeinemVerbaRd　Aphanan－
tho－CeltidionzusammengefaBt．
　　　Die　beschriebenell　Uferwalder　lasseH　sich　in　das　folgende　System　der　P且an，

zengesel王schaften　eino∫dae且：

Noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheiten（Klasse，　Ordnung）

　　Aphanantho－Ce玉tidio葺a11．nov．

　　　Aphanantho－CeltidetumlapoRicaeass。nov．
　　　Ωz66κz65αα漉∬勿zα一∠4♂ππ5ブ4》o忽‘α一Gesellscha£t
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